[image: image1.jpg]





京都府舞鶴港ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
　http://www.pref.kyoto.jp/trade/1284603050669.html
文化の感動　京都国文祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	「国民文化祭・京都２０１１」
PＲ隊長　まゆまろ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＝≪目　　次≫＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
1.特集－京都舞鶴港に係る構想について

2.京都舞鶴港ホットニュース
3.商工トピック

4.エリア情報
5.関連情報

　（港湾荷役代理店連絡先、航路スケジュール、貿易情報等）

6.編集後記

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

◇◆みずなぎ通信第７号を送信いたします。今月号は、京都舞鶴港に係る構想やプランを御紹介するとともに、日本海側拠点港選定に向けた動きやロシアへの訪問団派遣、上海での京都物産展の開催など、ホットな話題をお届けします。◇◆
●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○
１　特集－京都舞鶴港に係る構想の御紹介
○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
現在、京都府では、京都舞鶴港の目指すべき姿として長期構想や対岸諸国に向けたランドブリッジの構想などを検討しています。
◆◇◆長期構想（はばたくみなとまいづる恵みのプラン）◆◇◆

現在、京都府においては、はばたくみなとまいづる恵みのプラン策定委員会（会長：吉川和広京都大学名誉教授）を設置して、京都舞鶴港の概ね２０年後を目標とした長期構想の策定を進めています。
この長期構想では、京都舞鶴港の目指すべき姿として、「日・中・韓・露等の人・もの・情報が交流する関西経済圏の日本海側ゲートウェイ」を掲げ、「物流・人流」、「観光・交流」、「連携」、「地域振興」、「安心・安全」「環境」の６項目のキーワードについて具体的な施策の検討を進めています。
これまでに、４回の委員会を開催し、昨年9月には舞鶴港港湾審議会に中間とりまとめとして報告しました。今後、日本海側拠点港としての役割等も加味しながら、更に検討を進め、平成２３年の夏頃を目途に策定したいと考えています。
また、舞鶴港港湾計画についても、この長期構想を基本方針として改訂を進めることとしており、平成３５年頃を目標年次として、戦略的に取り組むべき施策や目標貨物量、施設計画及び土地利用計画等を位置付けてまいります。今後、年内に舞鶴港港湾審議会を開催し、その後、国土交通審議会の議を経て、平成２３年度中に改訂を行うこととしています。関係の皆様方には、既に貨物量推計のためのヒヤリングや資料提供について御協力をいただいておりますが、引き続き御支援いただきますようよろしくお願いします。
◆◇◆京都舞鶴港ランドブリッジ構想（みやこ構想）◆◇◆
関西一円とアジア･ヨーロッパ地域とを結ぶ物流ルートの形成、フェリーやクルージングの基地化、エコポート化などを推進し、京都舞鶴港ベイサイドパークをつくり、京都舞鶴港を核として、壮大な国際ランドブリッジを形成します。

＝＝＝★京都舞鶴港に関連するみやこ構想として★＝＝＝

◇日本海観光構想（みやこ構想）◇

山陰海岸ジオパーク、世界遺産登録を目指す天橋立をはじめとして、丹後地域に点在する数多くの自然・歴史文化遺産をネットワーク化し、日本海沿岸に本格的な観光ゾーンを構築します。

◇北京都ものづくり拠点構想（みやこ構想）◇
福知山、舞鶴、綾部の高度な工業集積と、舞鶴工業高等専門学校、ポリテクカレッジ等の人材育成機関を活かし、京都北部にものづくり産業の新たな中核拠点を形成します。
＝＝＝★これらの構想の実現を目指し★＝＝＝

○物流・人流

→関西経済圏の日本海側のゲートウェイとしての機能強化を図るため、対岸諸国への国際フェリーの誘致等を進めています。また、阪神港との機能分担も非常に重要と考えており、関西の産学公で構成する国際物流戦略チームに、阪神港との機能分担について議論する場を設置することとしています。

○観光・交流

→京都舞鶴港への大型客船の入港が年々増加してきており、今年は昨年以上の入港が予定されています。今後、これらのクルーズ誘致に一層取り組むとともに、国際フェリーの誘致により、今後、飛躍的な増加が見込まれる中国人観光客の誘致等、観光交流の振興を図っていきます。
○日本海側諸港連携

→若狭湾としての連携のほか、隣接している宮津港との一体的運営により、京都のブランドを活かした観光振興を進めていきます。

○地域振興

→京都舞鶴港の５０ｋｍ圏内には、現時点で、約１００ｈａの企業誘致用地があり、総合特区制度等も視野に入れながら、企業立地の推進を図ります。

○環境

→京都舞鶴港は、関西における日本海側唯一のリサイクルポートに指定されており、引き続き、リサイクル企業の立地やリサイクル貨物の集積の促進を図っていきます。
＝＝＝★その他、国に対し、日本海（若狭湾）経済成長戦略特区（地域活性化特区）を提案し★＝＝＝

①阪神・中京圏の北東アジアに向けた日本海側のゲートウェイとしての機能を最大限に発揮し、安定した航路を確保するとともに、阪神港よりも早い航路を活用したホットデリバリーサービス等日本海側の特色を活かした新たな日本海物流ルートを創造するとともに、北東アジアランドブリッジへと繋がる日本海側の拠点港としての機能を強化。
②訪日外国人旅行者数３，０００万人（観光庁の目標）に向け、関西、北陸、中京の豊富な観光資源を背後に有する若狭湾を玄関港とした「日本海クルーズ」や「環日本海横断フェリー」の拠点整備を推進。

③「世界の工場」から「世界の市場」へと大きく変貌した中国や「資源大国」ロシア等に対し地理的優位性を持つ若狭湾の背後圏に国際的に競争力のある産業拠点を創造し、当該地域のみならず、阪神、東海経済圏を含む若狭湾背後圏全体の国際競争力を強化。
などを目指します、

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
２　京都舞鶴港ホットニュース
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○
【京都舞鶴港ホットニュース】

□■□ロシア航路強化に向けた訪問団を派遣しました。□■□

1月23日～30日の間、ロシア連邦ウラジオストック市、ナホトカ市に訪問団を派遣しました。

ロシア極東地方は、２０１２年のＡＰＥＣ開催のため、現在、インフラ整備が積極的に進められています。

訪問団は、京都舞鶴港が地理的優位性を持つ、ロシア極東地方の需要に対応し、京都舞鶴港を活用した、ロシア貿易拡大に必要な今後の戦略を探るため、調査を行うとともに、新たなビジネスチャンスの開拓への取り組みを行いました。

特に、京都舞鶴港の特長を活かした、ロシア製材輸入の強化に向けた現地調査や中古車、原木に代わる新たなロシアとの貿易の可能性の調査、ナホトカ航路の一層の活性化に係る現地関係者との意見交換などを行いました。

また、本年、舞鶴市との姉妹都市提携５０周年を迎える、ナホトカ市のグラッドキフ第１副市長を訪問し、交流事業や港を活用した経済交流の強化について、意見交換しました。舞鶴市とナホトカ市は、１９６１年６月、日ソ間の歴史の中で初めて、姉妹都市提携を結び、その後、５０年に亘って、熱心に経済・教育、スポーツの分野で交流を進めるとともに、市民レベルの相互訪問も行ってきました。

今年は、これらの友好交流の歴史を活かして、更なる関係発展のための事業を進めていきます。

また、新たに沿海地方やナホトカ市行政府の担当者とも意見交換し、今後の関係強化を約束しました。

今回の訪問では、新たなロシアとのビジネスチャンスの開拓や両地域の港湾の発展に向けた有意義な訪問となりました。

□■□市村国土交通省政務官が、京都舞鶴港を視察されました。□■□

2月8日、国土交通省の市村政務官が舞鶴市を訪れ、京都舞鶴港の視察や利用企業との意見交換を行いました。重点整備の対象となる「日本海側拠点港」を今夏までに決める一環として、現在、市村政務官は候補港を巡っています。9港目として京都舞鶴港を訪れ、物流、製造など港湾を地要する企業と懇談後、フェリーが発着する東港や昨年4月に供用開始した舞鶴国際ふ頭、西港を船から見学しました。

市村政務官は「天然の良港だと実感し、企業から整備のニーズを聞いた。投資が経済成長にどう結びつくかという点は、船底の重要な要素だ」と述べられました。

関西地方の代表として候補港に選出された京都舞鶴港は、天然の良好であり、一大消費地である京阪神に近く、また2014年の舞鶴道全通時には中京圏や北陸圏ともダイレクトに結ばれます。日本海側拠点港選定に向け。地理的優位性を生かし、今後の一層のポートセールスに取り組んでいきます。

京都舞鶴港の一層の利用をお願いします。

□■□新日本海フェリーで行く！！舞鶴・天橋立周遊クルーズが実施されます。□■□

３月２１日（月＝祝）、丹後広域観光キャンペーン協議会と舞鶴観光協会が企画する京都舞鶴港を発着の、「新日本海フェリーで行く　舞鶴・丹後天橋立周遊クルーズ」が実施されます。

これは、通常、京都舞鶴港～北海道小樽港間の定期航路に就航している高速フェリー「はまなす」（16,810総トン、定員820名）を利用した一日だけのデイクルーズで、好評につき昨年９月に続き第４弾として実施されるものです。
◇◇◇北海道ランチバイキングや船内イベント（①アカペラグループ「THE LASTORDER」のコンサート、②船内クイズラリー、③観光ボランティアガイド・けやきの会による遊覧ポイントのご案内、④船長スタイルで記念撮影、⑤舞鶴市立白糸中学校オリオン部による出港セレモニー、⑥舞鶴・丹後・北海道の名産・特産品の販売）も盛りだくさんのクルーズに、ぜひご参加ください。◇◇◇

	申し込み・問い合わせ先：株式会社ヴィーナストラベル

●ＴＥＬ：０６－６３４８－０５７１

●ＦＡＸ：０６－６３４８－０５７３



□■□日本海側拠点港は、4月に公募、今夏に選定されます。□■□

国土交通省は2月3日、「日本海側拠点港の形成に関する検討委員会」の第2回委員会を開催し、同拠点港の検討対象港として、北海道から九州までの日本海に面する重要港湾26港を選びました。候補となったのは、▽北海道の稚内や小樽、▽東北の秋田や酒田、▽北陸の新潟や伏木富山、▽関西の舞鶴、▽中国の境や下関、▽九州の博多や長崎などです。
3月3日開催予定の次回の委員会で、日本海側拠点港の選定基準や同拠点港としてあるべき姿等を議論するとしており、国土交通省では、議論の内容を踏まえて、3～4月に日本海側拠点港の公募を行い、夏までには、選定し、選んだ港の中で早急に取り組むべきテーマなどが出てくれば24年度概算要求にも反映していく方針です。今回の委員会では、検討対象となる港湾の範囲を選んだほか、日本海側拠点港のあるべき姿の素案、▽拠点港の定義、▽選定の理由と意義、▽目標年次等について議論されました。

□■□近畿の国際物流戦略チームの幹事会が開催されました。□■□

近畿の国際物流戦略チームの第15回幹事会が1月27日に開催され、国際戦略総合特区（仮称）への指定、日本海側拠点港への京都舞鶴港の指定に向けて取り組むことなどが決定されました。

当日は、▽国際物流戦略チームを取り巻く最近の動き、▽各分野の取り組み状況、▽新たな参画機関などをテーマに議論されました。▽関西地域の国際物流戦略を強化するため、政府において検討している国際戦略総合特区（仮称）の指定に向け、関係者間で連携して取り組む、▽今後、国において選定予定の日本海側拠点港への京都舞鶴港の指定に向け、国際戦略コンテナ港湾である阪神港との連携の方向性を含めた戦略構築について関係者間で議論する場を設けるなどが主な議事でした。

□■□港湾を株式会社に－民間資本導入が進められています。□■□

国土交通省は港湾の経営を株式会社に開放するため、「港湾運営会社」制度を新設する方針を決めました。民間資本を導入し、地方自治体が担っている港湾の管理・運営や料金設定、営業活動を一元的に委ねることとしています。船会社や荷主との長期契約や大口割引が柔軟にできるようにし、取扱量を増やす狙いです。アジアの主要港に比べ割高な利用料の引き下げに繋げます。今国会に港湾法改正案を提出します。東京など主要港ではコンテナ埠頭を運営する公社の民営化を既に認めています。新たに自治体が直接運営する港湾の株式会社化に道を開くことになります。既に民営化している埠頭公社も「港湾運営会社」への衣替えを想定しており、対象は現在の特定重要港湾23港です。運営会社に対する国の無利子貸付制度を創設し、積み荷用クレーンなどの設備投資を後押しします。岸壁などの行政財産を最長30年の長期で貸し付け、料金設定の自由度も高めます。運営会社への移行により、釜山など海外の主要港に匹敵する水準に引き上げたいという考えです。
●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
３　商工トピック
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○
**************************************************************
上海食品関係の国際会議・セミナー・商談会についてお知らせ致します。

**************************************************************
1月19日～25日の7日間、上海久光百貨店で京都物産展を開催しました。
◆場　所：上海久光百貨店２階イベントスペース（約２００㎡）
◆主　催：京都府、（財）京都産業２１、(財)京都産業２１上海代表処　等
◆内　容：京都企業製品の販売（併せて、京都観光PR等を実施）
◆結果概要：出展者数：２４社　来場者数：２８，０００人　
○商品を並べるだけでなく、日本等から社員が出張し、中国の消費者に直接商品説明を行いながら販売した企業の売上が大きく伸びました。
○出展者からは中国市場への理解が深まるとともに、販路開拓への機運が高まったとの声が大半を占めました。また、上海ですでに販売を行っている企業からも、予想以上の売上により、京都ブランドとして一体的にPRする手法に高い評価を得ました。
○久光百貨店からも売上及び集客効果について高い評価を受け、物産展翌日に百貨店幹部が謝意を表するとともに、次回の開催要請がありました。
○出展企業のうち、3企業の販路開拓が実現しました。
*********************************************************
食品関係の国際会議・セミナー・商談会についてお知らせ致します。

*********************************************************
①第４回 FOODEX 国際食品産業会議
◆会　期：２０１１年３月１日（火）～３日（木）
◆会　場：幕張メッセ（千葉）　国際会議場
◆対　象：＜食品関連産業＞経営幹部、海外事業部門、戦略部門、購買・調達部門の管理者

＝　＝　＝　◇　プログラム　◇　＝　＝　＝
· 特別講演 ●
正大集団　中国総代表　楊　小平氏
◇◇◆セッションＡ◆◇◇

成長市場としての中国 　～　中国市場展開の鍵　～
○ヤム・ブランズ　シニアバイスプレジデント＆チーフサポートオフィサー　ホアキン　パレス氏
○アリババ株式会社 代表取締役社長　香山　誠氏
○ハウス食品株式会社　常務執行役員　国際事業部長　野村　孝志氏
◇コーディネータ：日本製粉株式会社　常務執行役員　木澤　昇氏
◇◇◆セッションB◆◇◇
チャイナ・プラスワン　　～　ダイナミックに動くアジア市場で成功するポイントを探る　～
○みずほ総合研究所株式会社　調査本部　政策調査部　主任研究員　堀　千珠氏
○株式会社ファミリーマート　執行役員 AFC事業本部 海外事業部長　藤森 正美氏
○味の素株式会社取締役専務執行役員　タイ味の素社長、アセアンヘッドクゥォーター社長　国本　裕氏
◇コーディネータ：法政大学　経営学部　教授　矢作　敏行氏
◇◇◆セッションC◆◇◇
“ジャパンブランド”　～ 到来した世界に日本の食を売り込む好機　～
○日健日本食品　総裁　周　星模氏
※本年度「日本食海外普及功労者表彰事業」農林水産大臣賞を受賞し、日本食材の良さを知悉した香港に本社を置く企業
○丸京製菓株式会社　代表取締役社長　鷲見　浩生氏
※「どらやき」を世界で年間1億3千万個を販売し、日本の菓子輸出出荷額の20％弱を占めるに至っている企業
○株式会社伊藤園　　　取締役副社長　本庄　周介氏
◇丸紅株式会社　丸紅経済研究所　代表　柴田　明夫氏
◇◇◆セッションD◆◇◇
食ビジネスへの新たな挑戦　～ 食文化・健康・安全を通して取り組む新たな食市場　～
○国際生命科学研究機構（ILSI Japan） 　事務局長　浜野　弘昭氏
○国立民族学博物館　外来研究員　阿良田　麻里子氏
○ヤクルト本社　常務取締役 国際部・提携推進室 成田 裕氏
◇キッコーマン株式会社　取締役　常務執行役員　堀切　功章氏

＝＝＝★プログラム詳細・申込方法　★＝＝＝
プログラム詳細・申込方法は、下記ホームページをご覧ください。
<プログラム詳細・申込方法はこちら>
http://www.jma.or.jp/foodex/gc/ <FOODEX JAPAN 2011のホームページはこちら>　http://www.jma.or.jp/foodex
②日本産品輸出促進商談セミナー 
◆日　時：平成２３年３月２１日（月）発 （４泊５日）　

　　　　　　　　　　　 　　４月１８日（月）発 （４泊５日）　

　　　　　　　　　　　　 　５月１５日（日）発 （４泊５日）　

　　　　　　　　　　　　 　６月１２日（日）発 （４泊５日）　

　　　　　　　　　　　　　（７月以降も開催予定あり） 

◆場　所：グランドハイアットマカオ（予定） 
◆旅行代金（一例）：旅行代金　　　　　　　　　　　 　　　　　198,000円（添乗員含む）

　　　　　　　　　　　　 商談セミナー参加費用　　　　　　　　 　30,000円（通訳費含む）

　　　　　　　　　　　 　年間ビジネスコンサルティング費用　　70,000円（解約可） 

◆申込期限：各出発日の1ヶ月前まで

◆主催・問い合わせ先：日本通運株式会社　大阪旅行支店  営業第一課　水野氏 
                                電話：06-6231-0303、FAX:：06-6201-1991
                                E-mail  ：ta-mizuno@nittsu.co.jp
**************************************************************************************
「中小企業技術力向上支援センター高度人材育成プログラム」の対象者募集についてお知らせします。**************************************************************************************
中小企業技術力向上支援センターでは、京都府内の中小企業に就職して自分の能力を企業の技術力向上に活かしたいと考えているポストドクター等の高度な研究スキルを持つ方が、京都府の公設試験研究機関（京都府中小企業技術センター）において技術支援力を身につけながら、就業を目指していくための高度人材育成プログラムの対象者を募集しています。

◆募集対象

専門分野が理系の博士号取得者、博士課程（後期）修了者または平成23年3月終了見込みの方

◆募集人数

定員10名（第1次採用8名、第2次採用2名）

※　第1次募集で定員に満たない場合は、第2次募集の定員に第1次採用の欠員を加えます。

◆募集期間

第1次募集受付期間：平成23年2月10日（木）～3月10日（木）１７：００必着

第2次募集受付期間：平成23年3月28日（月）～4月8日（金）１７：００必着

◆募集主体

中小企業技術力向上支援センター

〒600－8813　京都市下京区中堂寺南町134　京都府中小企業技術センター3階

電話／FAX：075－322－1115

◆雇用期間（支援センターが直接雇用）

　 平成23年5月2日～10月末日（6ヶ月未満）

　 ※雇用期間中は給与を支給（月額：178，800円）
◆公募説明会
　 日時：平成23年2月25日（金）18:00～19:00

場所：中小企業技術力向上支援センター

申込：中小企業技術力向上支援センターに対して事前予約が必要
●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
４　エリア情報
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○
【観光情報】

☆★雪がとけ春は間近です。京都北部へ出かけましょう。☆★

●舞鶴自然文化園つばき園（展）
◇日時：平成２３年３月１２日（土）～４月１０日（日）
◇場所：舞鶴自然文化園（舞鶴市）
◇内容：ユキツバキ園、日本ツバキ園、洋種ツバキ園、原種・唐ツバキを育成しているカメリアハ
　　　ウス（ガラス室）などで１５００種、3万本のツバキを楽しんでいただけます。今年は、「世
界のツバキ展」（３月１９日～４月１０日）と題して各国の人気品種「金花茶」「ミッド
ナイト」「ドラマガール」なども展示されます。
●和木の梅林・梅まつり

◇日時：平成２３年３月１３日（日）
◇場所：松原梅林（綾部市和木町）
◇内容：梅林の梅を観賞しながら、地元の特産品などを楽しみます。焼肉セット、梅加工品、和木味噌等の
地元農産加工品の販売、うどん・たこ焼き・草餅の販売のほか、猪汁の無料ふるまいなどもあり
ます。
●大江山女子駅伝

◇日時：平成23年３月２０日(日曜日)
◇場所：大江町総合会館前スタート（福知山市大江町）
◇内容：大江山のふもと、自然に囲まれた17.8kmのコースを6区間で選手が競争します。

●斎宮初午祭 
◇日時：平成２３年３月２７日（日）、２８日（月）
◇場所：竹野神社（京丹後市丹後町）
◇内容：稲荷神社を祀り、五穀豊穣・豊穣豊漁・商売繁盛を願います。境内では伝統芸能「て　

んきてんき」が奉納され、露店なども出て賑わいます。
上記のほかにもイベントがいっぱいです。詳しくは下記のホームページをご覧ください。

福知山観光協会　http://www.dokkoise.com/
舞鶴観光協会　　http://www.maizuru-kanko.net/pc/
綾部市観光協会　http://www.ayabe-kankou.net/
丹後広域観光キャンペーン協議会　http://www.tangokankou.jp/
京都府中丹広域振興局　http://www.pref.kyoto.jp/chutan/shoukan/index.html
京都府丹後広域振興局　http://www.pref.kyoto.jp/tango/no-shoko/index.html
【地域情報・トピック】

＝＝＝＝＝☆★京都文化年イベント絵巻 ３月のご案内★☆＝＝＝＝＝＝＝＝

２０１１年は、第２６回国民文化祭・京都２０１１の開催の年です。「こころを整える文化発心（ほっしん）」をテーマに、１０月２９日（土）から１１月６日（日）まで府内一円で開催されます。音楽、舞踏、演劇、美術、文芸などの芸術文化から伝統文化や生活文化、さらに特色のある開催地独自の文化まで盛りだくさんの催しです。

　国民文化祭の本番に向けては、京都文化年イベント絵巻として各地で文化イベントが繰り広げられ、舞鶴を含む中丹地域でも、様々なイベントが予定されています。日増しに春の気配が強よまる３月のお出かけの一日は、是非、文化イベントに触れてみてください。３月のイベントをご案内します。

■舞鶴司所　創立７０周年記念華展

　・主催　　嵯峨御流華道舞鶴司所

　・時期　　平成２３年３月５日（土）・６日（日）

　・会場　　舞鶴市西駅交流センター

　・内容　　舞鶴の景色の大作・中作、そして伝書に基いた七景の景色生け、七曲の生花宝器七種竹器の作品展示など

■Ｍｕｓｉｃ　Ｆｅｓｔｉｖａｌ　２０１１

　・主催　　Ｍｕｓｉｃ　Ｆｅｓｔｉｖａｌ　２０１１実行委員会

　・時期　　平成２３年３月１３日（日）

　・会場　　舞鶴市総合文化会館大ホール

　・内容　　世界の音楽の数々を、独唱、ピアノ等の器楽、合唱、室内楽、吹奏楽、邦楽など色々なスタイルで生演奏

■第２０回文協フェスティバル

　・主催　　社団法人福知山市文化協会

　・時期　　平成２３年３月１２日（土）・１３日（日）

　・会場　　福知山市厚生会館

　・内容　　文化協会加盟団体の舞台部門・展示部門が一堂に会して日頃の練習の成果を発表

◇問い合わせ先◇

第26回国民文化祭京都府実行委員会事務局（京都府国民文化祭推進局）
〒602-8570 京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町 (京都府庁)　
TEL：075-414-4225
HP：　http://kokubunsai-kyoto2011.jp/
＝＝＝＝☆★北京都のものづくり拠点を担う人材育成に取り組んでいます。★☆＝＝＝＝＝

京都府では、北京都ものづくり拠点構想を推進するため、平成22年9月に中丹ものづくり人材育成推進会議を設置し、ものづくり産業を支える高度な人材の育成支援にも取り組んでいます。

新規事業として、現場リーダーを対象に「中丹ものづくり現場リーダー研修」を開催することとなり、事例を通して現場のリーダーに必要な知識、技能を習得するための充実した内容を予定し、多くの企業の社員から応募をいただき実施することとなっています。

今後とも、中丹のものづくりの拠点として地域の発展が期待される中、強みをのばすための様々な取り組みを進めていくこととしています。

　＜中丹ものづくり現場リーダー研修の実施概要＞

　　会　場　　　　　内　　　容　　　　　　　　　　日　　　程

　舞　　　鶴　　ものづくり品質向上　　　　　２／２１、２／２８、３／７

　綾　　　部　　現場のムリ、ムラ、ムダ改善　２／２３、３／２、３／９

　福　知　山　　商品設計・企画　　　　　　　２／２５、３／４、３／１１

＝＝＝＝☆★鳥取豊岡宮津自動車道宮津与謝道路　

宮津天橋立IC～与謝天橋立IC（6.4km）が開通します。★☆＝＝＝＝＝＝＝＝

来る3月12日（土）午前10時からの開通式典が行われた後、午後3時から宮津天橋立IC～与謝天橋立IC間の6.4kmが開通します。

これによりＧＷや海水浴シーズン、シルバーＷなどに宮津市内で発生していた渋滞が解消され、丹後、天橋立方面と京阪神方面との交通アクセスがよくなり、観光はもちろん、産業、物流、救急救命などあらゆる活動において人・ものの移動がよりスムーズに、より早くなります。

開通を機に北部丹後に訪ねていただいてはいかがでしょうか。

●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○
５　関連情報のお知らせ
○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
【京都舞鶴港利用のメリット】

◆京都舞鶴港利用のメリットを御紹介します。◆

□コスト削減

◆京都舞鶴港は、関西地方のみならず、西日本と北海道を結ぶ大動脈として機能する新日本海フェリーが就航していますが、フェリー利用促進のための支援を行っています。
また、京都舞鶴港は北近畿地域だけでなく、京阪神地区のコンテナ貨物を集荷し、コンテナ航路の利用促進を図るため、コンテナ貨物及びバルク貨物に関し、京都舞鶴港の新規利用等に対して支援を行っています。

詳しくは、一般社団法人京都舞鶴港振興会又は港湾荷役代理店にお問い合せください。

（後述の関連情報をご参照ください）

□リードタイム

◆京阪神地域へのアクセス整備で時間的距離が短縮されました。

　　(国道まで1分、舞鶴若狭自動車道まで５分でアクセス)

　　→三田から京都舞鶴港まで約６０分（高速道路利用） 

　　→池田から京都舞鶴港まで約１時間２０分（高速道路利用）

◆ロシア極東地域、中国東北地域、韓国沿岸地域へのアクセスが便利です。

◆また、トランシップを活用した東南アジアや上海への輸出入も便利です。

　例えば、香港は、輸入：６日間、輸出：１０日間　シンガポールは、輸入：１１日間、輸出：１４日間

　　　　　　ジャカルタは、輸入：１７日間、輸出：１６日間　上海は、輸入：４日間、輸出：７日間

□ＣＯ２削減
◆フェリー航路を利用した陸送から海運へのモーダルシフトにより、ＣＯ２の排出量の削減に寄与するなど、地球温暖化問題に貢献します。

◆例えば、京都舞鶴港～小樽港の長距離フェリーを利用し、大阪市内から札幌市内へ貨物を輸送する場合、76％の二酸化炭素（CO2）削減が可能となります。
□地理的条件
◆風や波が少なく、迅速・確実な荷役で沖待ちがありません。 

◆地震が少ない地域です。

【港湾関連用地に物流関連施設、工場等の企業誘致を進めています。】

◆京都舞鶴港喜多地区には約１１haの立地可能な港湾用地があり、土地価格も安価で提供しており、定期借地（土地価格の約３％／年）も可能です。他府県にも負けない優遇制度を用意していますので、京都舞鶴港を拠点とする物流関連施設、工場等の立地を是非御検討ください。

◆現地の御案内や御説明に関しましては、京都府商工労働観光部貿易・商業課（舞鶴駐在、担当：伊藤参事、片尾主査　℡：０７７３－７５－１３１７）まで、お願いいたします。

【(社)京都舞鶴港振興会のご案内】

　(社)京都舞鶴港振興会は、北東アジア及びロシアと我が国の窓口として極めて重要な位置を占める京都舞鶴港を、京都・関西地域の国際競争力の向上や地球環境問題への対応、京都北部地域の振興のための基盤としてさらに活用するため、行政、経済界、港湾関係者、荷主などが一体となり設立した、一般社団法人京都舞鶴港振興会は、京都舞鶴港の振興のため様々な取組を展開しています。
　〒624-0945
京都府舞鶴市喜多1105番1 舞鶴21ビル 3階
TEL:0773-75-7184
FAX:0773-75-7198
E-MAIL: m-port@mxa.nkansai.ne.jp
http://www.port.maizuru.kyoto.jp/index.html
【港湾荷役代理店のご案内】

●飯野港運（株）営業課
ＴＥＬ：0773-75-5371　　ＦＡＸ：0773-75-5681
http://www.iinokoun.com/　　　
E-mail： mft@iinokoun.com 

●日本通運（株）舞鶴海運支店国際輸送課
ＴＥＬ：0773-75-3207　　ＦＡＸ：0773-75-2136
E-mail： nmkaiun@basil.ocn.ne.jp 

●舞鶴倉庫（株）営業課
ＴＥＬ：0773-75-1850　　ＦＡＸ：0773-75-1853
http://www.maizuru-soko.co.jp/　　　

E-mail： info@maizuru-soko.co.jp 
【航路スケジュールのご案内】

　◆中国航路

　　 神原汽船㈱
http://www.kambara-kisen.co.jp/
　◆韓国航路

　　　興亜海運日本総代理店－三栄海運㈱

http://www.saneitk.co.jp/
　◆北海道フェリー航路
新日本海フェリー株式会社

http://www.snf.jp/
【貿易情報】
　■貿易一口メモ

***中小企業海外展開支援策に関する国の相談窓口の御紹介****************

□近畿経済産業局国際事業課　　　℡：06－6966－6032

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www.kansai.meti.go.jp/

□日本貿易振興機構　大阪本部　　℡：06－6447－2315

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www.jetro.go.jp/jetro/japan/Osaka/

　　　　　　　　　　　　　　福井貿易情報センター　℡：0776－33－1661

　　　　　　　　　　　　　　神戸貿易情報センター　℡：078－231－3081

□中小企業基盤整備機構　　　　　　　(URL)http://www.smrj.go.jp/keiei/kokusai/index.html

　　　　　　　　　　　　　　近畿支部　経営支援課　℡：06－6910－3866

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www. .smrj.go.jp/kinki/

　　　　　　　　　　　　　　北陸支部　経営支援課　℡：076－223－5546

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www. .smrj.go.jp/hokuriku/

***京都府農林水産物・加工品輸出促進協議会の御紹介****************

同協議会は、京都府内の農林水産物・加工品の輸出に取り組む方の活動を支援します
協議会の活動内容は以下のとおりです。

○輸出情報発信活動－輸出促進に役立つ情報をメーリングリストで提供します。
○輸出促進セミナー開催活動－輸出促進に役立つセミナーを開催します。
○ジェトロ、クレア等との連携活動－各関係機関と連携し、輸出促進関連情報を入手します。
○海外展示商談会を開催－展示出展、販促活動について、活動を支援します。
○海外市場調査活動－海外での普及、市場開拓に係る調査を実施します。
○海外イベントへの出展－海外で開催されるジャパンパビリオン等に出展します。
★お問い合わせ・入会申込先は次のとおりです。
〒６０２－８５７０　京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町　京都府農林水産部　研究普及ブランド課内

電話：（０７５）４１４ー４９４０、ＦＡＸ：（０７５）４１４ー４９７４
◇◆貿易に関する相談がございましたら、こちらまで◇◆◇

　　ジェトロ京都情報デスク

　　京都リサーチパーク　京都府産業支援センター１階

京都市下京区中堂寺南町１３４
電話番号　０７５－３２５－２０７５
FAX番号　０７５－３１５－９０９１
http://www.pref.kyoto.jp/trade/13500004.html
E-mail：jetro-kyoto@ki21.jp 

【京都舞鶴港利用促進パートナーシップ事業のご案内】

http://www.pref.kyoto.jp/news/press/2010/5/1274921383540.html
今後、みずなぎ通信のバックナンバーを掲載していきます。

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
６　編集後記
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○

2012年ＡＰＥＣ開催に向け、インフラ整備が進むロシア極東地方を訪問しました。

ロシアは長らく、欧米を中心に、経済関係を活発化させていましたが、いよいよアジア太平洋地域に目を向け始めました。トヨタやマツダの自動車組立工場建設の報道もされており、いよいよロシアに向けた日本企業の活動も活発化しようとしています。

オイルターミナルや穀物ターミナルの整備が進んでおり、日本に向けた石油、石炭、天然ガス等エネルギーや今後は穀物の輸出も活発化することになります。

また、中国では日本製品の物産展や販路開拓がますます盛んになってきており、韓国企業とのパートナーシップも更に強化されていく状況です。

隣国である中・韓・露とは領土問題など複雑な問題もありますが、着実に経済交流が進展してきており、対岸諸国に地理的優位性を有する日本海側諸港の重要性はますます高まっていきます。

中・韓・露、いずれの国とも航路を有する京都舞鶴港は、本格的な環日本海時代を迎えた今、その役割を充分に果たせるよう、これまで以上に取り組みを進めていきたいと考えております。

引き続きよろしくお願い致します。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
発行者：京都府貿易・商業課

京都市上京区下立売通新町西入
■TEL: 075-414-4840 ■FAX: 075-414-4870
■URL: http://www.port.maizuru.kyoto.jp/

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
